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しかし、愛する人たち、こうは言うものの、私たちはあなたがたについて、もっと良い

こと、救いに関わることがあると確信しています。神は不義な方ではないので、あなたが

たの働きや、あなたがたが聖なる者たちに以前も今も仕えることによって、神の名のため

に示したあの愛をお忘れになることはありません。私たちは、あなたがた一人一人が、同

じ熱心さを示して、最後まで希望を持ち続けてくれるよう願っています。あなたがたが怠

け者とならず、信仰と忍耐とによって、約束を受け継ぐ人たちに倣う者となるためです。  

（ヘブライ 6:9 ～ 12） 

 

著者は、旧約聖書の信仰、思想に通じたユダヤ人の大長老であろう。手紙の読者は将来、

教会の指導者になるような神学生のような若者たちである。著者は、キリストとメルキゼ

デクの話を書いている時、あなたがたの心は鈍く、理解できないだろうと言い、固い食べ

物は食べられず、乳を必要とする幼子で、神の言葉の初歩から教えてもらわなければなら

ない始末であると嘆いている。しかし、神のお許しがあるなら、キリスト教の初歩的なこ

とを学び直すようなことはせず、完成を目指して進もうと、慰め励ます。 

それから再び、厳しい言葉を語る。「ひとたび光に照らされ、天からの賜物を味わい、

聖霊にあずかる者となり、神のすばらしい言葉と来るべき世の力を味わいながら、後に堕

落した者たちは、再び悔い改めへと立ち帰ることはできません。神の子を自分でまたもや

十字架につけ、さらし者にしているからです 。」 人は福音の喜びを体験し、将来、与えら

れる全き救いを確信していても、体を持って生きている限り、弱さも持つ。迫害を受けれ

ば、なおさら信仰は弱まる。著者は、信仰を棄てた「堕落した者たち」は、神の子イエス

を再び十字架につけ、さらし者にすることだから、悔い改めて立ち帰ることができないと

言う。どうして、こんな厳しいことを語ったのであろうか。この言葉の通りなら、救われ

る人はいなくなる。当時の教会は、様々な誤解を受け、迫害も経験している。どんなこと

があっても、キリストを裏切ることのないように、大長老は若者たちに「喝」を入れ、叱

咤激励するために書いたのではないか。 

著者はこの後、「しかし、愛する人たち」と、語調を変えて語りかけている。パウロは

しばしば「愛する人たち」と呼びかけていたが、著者はここで初めて「愛する人たち」と

親しく語りかけている。「こうは言うものの、私たちはあなたがたについて、もっと良い

こと、救いに関わることがあると確信しています 。」 厳しいことを語ったが、あなたがた

について、救いに関わる良いことがあると確信している。神は不義な方ではなく、全てを

正しく見抜いておられるので、あなたがたの働きや、聖なる仲間たちに対し、以前も今も

仕え、神の名のために示した愛をお忘れになることはない。「私たちは、あなたがた一人

一人が同じ熱心さを示して、最後まで希望を持ち続けてくれるよう願っています。あなた

がたが怠け者とならず、信仰と忍耐とによって、約束を受け継ぐ人たちに倣う者となるた

めです 。」 深い信頼の言葉を書き加え、立ち上がらせようと、希望を持ち続けるために、

怠け者にならず、皆が同じ熱心さを持って信じ抜き、忍耐するようにと強調している。信

仰はキリストを信じ、従うことで、喜びではあるが、試練の時もあり、忍耐が求められる。

信仰と忍耐をもって、約束された全き命を受け継ぐ人たちを見倣う者になってほしいと、

大長老らしい心遣いで、諭している。今の信仰が、後に続く人たちへの励ましになるとい

うことである。 


